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月
　
日
（
土
）・
　

日
（
日
）

11

14

15

県
農
業
公
園
（
合
志
市
）
で
開
催
さ

れ
た
平
成
　
年
度
手
作
り
看
板
コ
ン

21

ク
ー
ル
で
、
白
旗
小
４
年
の
本
田
奈

菜
子
さ
ん
（
古
閑
区
）
が
制
作
し
た

看
板
が
２
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
農
業
の
あ
る

地
域
づ
く
り
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
熊
本
県
農
協

青
壮
年
部
協
議
会
な
ど
が
主
催
。

　
本
田
さ
ん
は
、
親
子
で
看
板
を
制

作
し
て
出
展
。
看
板
の
制
作
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
一
生
懸
命
農
業
を
し

て
い
る
の
で
、
農
作
物
に
対
し
て
あ

り
が
と
う
の
気
持
ち
を
看
板
に
描
き

ま
し
た
。
看
板
を
見
て
、
食
べ
物
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
入
賞
し
た
作
品
は
、
今
冬
に
開
催

さ
れ
る
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
展
さ

れ
ま
す
。

葛
手
作
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
で
２
位
に
入

賞
し
た
本
田
さ
ん
の
作
品

葛
表
彰
さ
れ
た
乙
女
校
区
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

で
代
表
を
務
め
た
安
達
さ
ん

手
作
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
で
２
位

本
田
奈
菜
子
さ
ん
（
白
旗
小
４
年
・
古
閑
区
）

　
月
　
日
（
水
）
熊
本
市
で
、
平

10

14

成
　
年
度
く
ま
も
と
犯
罪
の
起
き
に

21
く
い
ま
ち
づ
く
り
県
民
会
議
が
開
催

さ
れ
、
乙
女
校
区
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
が
功
労
団
体
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

同
会
議
は
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
的

に
活
動
し
、
県
、
県
警
な
ど
で
構
成
。

同
隊
（
安
達
満
雄
代
表
）
は
、
平

成
　
年
に
乙
女
校
区
の
甲
佐
町
地
域

18

福
祉
推
進
員
　
人
で
発
足
。
下
校
時

11

の
児
童
の
見
守
り
活
動
な
ど
地
域
の

安
全
を
守
る
活
動
が
評
価
さ
れ
、
今

回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
平
成
　
年
ご
ろ
か
ら
老

20

人
ク
ラ
ブ
な
ど
地
域
全
体
に
防
犯
活

動
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
た
結
果
、

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
の
輪
が
広

が
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
、
同
隊
は

発
展
的
に
解
消
し
、
地
域
や
団
体
な

ど
が
引
き
継
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

自
主
的
な
防
犯
活
動
に
対
し
表
彰

乙
女
校
区
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

　
月
　
日
（
木
）
乙
女
小
学
校

11

26

（
内
田
純
一
校
長
１
４
５
人
）
で
、

人
権
の
花
運
動
集
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

同
運
動
は
、
子
ど
も
た
ち
が
お
互

い
に
協
力
し
て
花
を
栽
培
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
命
の
大
切
さ
や
相
手
へ

の
思
い
や
り
な
ど
基
本
的
人
権
を
尊

重
す
る
精
神
を
身
に
付
け
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
。
熊
本
地
方
法
務
局
御

船
支
局
（
坂
川
き
み
子
局
長
）
、
御

船
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
（
上
妻
毅

会
長
）
が
、
４
月
　
日
（
月
）
に
同

27

小
で
開
催
さ
れ
た
同
運
動
伝
達
式
で

花
の
種
と
プ
ラ
ン
タ
ー
を
贈
呈
し
、

児
童
た
ち
が
大
切
に
育
て
ま
し
た
。

同
集
会
で
は
、
内
田
校
長
が
「
半

年
間
、
花
の
お
世
話
を
し
た
心
配
り

が
人
権
の
心
に
つ
な
が
り
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
上
妻
会
長
が
「
育
て
て

い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
。
命
の
大

切
さ
を
学
ば
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
協
議
会
か
ら
児
童
に
感

謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
各
学

年
の
代
表
児
童
が
同
運
動
に
関
す
る

感
想
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
に
、
参
加
者
全
員
で
、

実
っ
た
種
を
入
れ
た
手
紙
を
付
け
た

無
公
害
紙
風
船
を
飛
ば
し
ま
し
た
。

▼乙女小運動場で人権の花の種を付けた風船を飛ばす児童たち

花を育てて人権を考える
乙女小で人権の花運動集会
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月
１
日
（
火
）
町
生
涯
学
習
セ

12
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
で
、
甲
佐
町
男
女

共
同
参
画
推
進
事
業
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
推
進
に
関
す
る
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
町
、
町
教

育
委
員
会
が
主
催
。
マ
ル
ゴ
・
キ
ャ

リ
ン
ト
ン
さ
ん
（
在
福
岡
ア
メ
リ
カ

領
事
館
首
席
領
事
）
が
講
師
と
し
て
、

「
夢
の
実
現
と
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
」
と
題
し
講
演
。
約
１
５
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ン
ト
ン
さ
ん
は
、
外
交
官

の
家
庭
で
育
ち
、
９
か
国
で
の
生
活

を
経
験
。
大
学
院
を
卒
業
後
、
大
手

企
業
勤
務
を
経
て
国
務
省
に
入
省
し
、

東
京
ア
メ
リ
カ
ン
・
セ
ン
タ
ー
副
館

長
な
ど
を
歴
任
し
て
現
職
で
活
躍
。

夫
、
長
男
、
長
女
の
４
人
家
族
で
、

仕
事
と
家
庭
を
両
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

講
演
で
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
で
の

男
女
共
同
に
関
す
る
認
識
や
文
化
に

つ
い
て
説
明
。「
男
女
は
、
仕
事
で

も
家
庭
で
も
同
等
で
あ
る
べ
き
。
女

性
の
労
働
力
に
着
目
し
て
社
会
を
構

築
す
る
こ
と
が
、
今
後
は
更
に
重
要
。

夫
婦
間
で
お
互
い
の
夢
の
実
現
に
つ

い
て
理
解
と
協
力
を
も
っ
て
、
バ
ラ

ン
ス
を
取
り
合
う
こ
と
が
大
切
」
と

話
し
ま
し
た
。

男女共同による社会と家庭を
甲佐町男女共同参画推進事業講演会

　
月
　
日
（
土
）
・
　

日
（
日
）

11

21

22

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
甲
佐
町

活
性
化
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
本
町
住
民
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
集
結
し
て
、
活
力
あ
ふ
れ
る

地
域
の
創
造
を
目
指
す
こ
と
を
目
的

に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ミ
テ
・
ミ
ラ
イ

（
小
屋
迫
誠
理
事
長
）
が
主
催
。

同
セ
ン
タ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
モ
ー

ル
で
は
、
本
町
の
伝
統
工
芸
の
伝
承

を
目
的
に
、
「
わ
が
家
の
匠
の
技
」

と
題
し
て
、
竹
炭
や
わ
ら
細
工
な
ど

の
民
具
や
ガ
ラ
ス
細
工
、
竹
細
工
な

ど
を
展
示
。
ま
た
、
伝
統
芸
能
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、「
甲
佐
町
の
太

鼓
あ
つ
ま
れ
」
と
題
し
て
町
内
の
太

鼓
を
一
堂
に
集
め
て
展
示
し
ま
し
た
。

　
日
（
日
）
に
は
同
セ
ン
タ
ー
・

22
ホ
ー
ル
で
、
明
石
照
久
さ
ん
（
県
立

大
学
教
授
）
を
講
師
に
招
き
、「
ま

ち
づ
く
り
は
人
間
力
」
と
題
し
て
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
展
示
さ
れ

▲

た
民
具
や
工
芸
品
な
ど

甲
佐
町
活
性
化
大
会
を
開
催
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ミ
テ
・
ミ
ラ
イ

　
月
　
日
（
日
）
竜
野
川
河
川
公

11

29

園
で
、
平
成
　
年
度
上
益
城
地
域
植

21

樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
植
樹
祭
は
、
森
林
や
樹
木
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
緑
化
意
識
の
高

揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
上
益
城

地
域
み
ど
り
推
進
協
議
会
（
山
本
幸

会
長
）
と
町
の
共
催
。
山
本
協
議
会

長
、
奥
名
克
美
町
長
、
郡
内
の
各
町

長
、
竜
野
地
区
環
境
施
設
管
理
組
合

（
北
川
國
昭
組
合
長
）
、
龍
野
小
学

校
（
清
田
設
郎
校
長
　
人
）
の
５
・

82

６
年
生
、
上
益
城
地
域
の
み
ど
り
の

少
年
団
な
ど
約
１
５
０
人
が
参
加
し
、

同
公
園
に
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
　
本
を
植

30

樹
し
ま
し
た
。

植
樹
祭
の
後
に
は
、
龍
野
小
児
童

と
み
ど
り
の
少
年
団
な
ど
に
よ
る
交

流
会
も
開
催
。
児
童
ら
が
、
竹
炭
づ

く
り
や
竹
を
使
っ
た
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ

ン
づ
く
り
な
ど
野
外
調
理
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

竜
野
川
河
川
公
園
に
桜
を
植
樹
　

平
成
　
年
度
上
益
城
地
域
植
樹
祭

21

葛
公
園
に
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
植
樹
す
る
竜

野
地
区
の
区
長
の
皆
さ
ん

▲アメリカで実践されている男女共同参画に関する取り組み
などについて講演するキャリントンさん
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月
３
日
（
木
）
津
志
田
の
知
的

12
障
害
者
授
産
施
設
あ
ゆ
の
里
学
園

（
岩
野
慶
一
施
設
長
　
人
）
で
、
県

46

警
音
楽
隊
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

同
隊
（
宮
崎
正
道
隊
長
　
人
）
は
、

33

県
警
勤
務
の
警
察
官
で
構
成
さ
れ
る

音
楽
隊
。
イ
ベ
ン
ト
や
施
設
な
ど
を

訪
れ
る
演
奏
活
動
を
通
し
て
、
地
域

へ
の
警
察
活
動
の
広
報
や
交
通
安

全
・
防
犯
に
関
す
る
啓
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス

キ
ャ
ロ
ル
や
ア
ニ
メ
の
テ
ー
マ
、

ジ
ャ
ズ
の
名
曲
や
時
代
劇
音
楽
メ
ド

レ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル

の
曲
を
披
露
。
学
園
生
ら
は
、
リ
ズ

ム
に
合
わ
せ
て
手
拍
子
を
す
る
な
ど

し
て
、
演
奏
を
満
喫
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
学
園
生
が
「
今
日
は
、

楽
し
い
演
奏
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

葛
あ
ゆ
の
里
学
園
を
訪
問
し
、
生
演
奏
を

披
露
す
る
県
警
音
楽
隊

葛
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

甲
佐
町
・
御
船
署
第
２
回
連
絡
会
議

県
警
音
楽
隊
が
生
演
奏
を
披
露
　

あ
ゆ
の
里
学
園
で
訪
問
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

　
月
　
日
（
木
）
町
生
涯
学
習
セ

12

17

ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
で
、「
安
全
・
安

心
な
甲
佐
町
の
実
現
に
向
け
た
甲
佐

町
・
御
船
警
察
署
第
２
回
連
絡
会

議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
議
は
、
町
が
取
り
組
ん
で
い

る
「
安
全
で
安
心
な
町
づ
く
り
」
を

効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、
平
成

　
年
７
月
に
御
船
警
察
署
と
協
定
を

20結
ん
で
設
置
。
町
と
御
船
署
が
、
防

犯
や
交
通
安
全
、
防
災
お
よ
び
災
害

警
備
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
、
情
報

交
換
や
危
機
意
識
の
共
有
な
ど
を
行

い
、
連
携
を
強
化
し
て
本
町
の
安

全
・
安
心
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

今
回
は
、
犯
罪
や
交
通
事
故
の
発

生
状
況
に
つ
い
て
協
議
。
ま
た
、
行

政
や
団
体
、
地
域
な
ど
社
会
全
体
で

連
携
し
て
、
高
齢
者
の
安
心
・
安
全

を
守
る
た
め
の
連
携
を
図
る
「
高
齢

者
等
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

構
築
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

安
心
・
安
全
な
甲
佐
町
の
実
現
を

甲
佐
町
・
御
船
警
察
署
第
２
回
連
絡
会
議

　
月
５
日
（
土
）
か
ら
　

日

12

11

（
金
）
に
か
け
て
、
平
成
　
年
度
甲

21

佐
町
人
権
週
間
に
お
け
る
人
権
啓
発

を
呼
び
掛
け
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
行

事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
週
間
は
、
同
和
問
題
を
は
じ
め

と
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
解
決

や
、
人
権
意
識
の
普
及
と
高
揚
を
目

的
に
、
同
実
行
委
員
会
（
上
妻
毅
委

員
長
）
が
主
催
。

第
１
日
は
、
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
・
ホ
ー
ル
で
、
甲
佐
町
人
権
週

間
町
民
集
会
を
開
催
。
県
立
甲
佐
高

等
学
校
生
徒
の
体
験
活
動
発
表
や
町

内
児
童
・
生
徒
に
よ
る
人
権
作
文
発

表
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
男
女
共

同
参
画
に
つ
い
て
の
寸
劇
、
人
権
啓

発
ビ
デ
オ
の
上
映
な
ど
が
行
わ
れ
、

約
１
４
０
人
が
参
加
。
最
後
に
、
同

集
会
決
議
を
全
会
一
致
で
採
択
し
、

代
表
し
て
吉
川
英
徳
さ
ん
（
有
安
区
）

が
決
議
を
宣
言
し
ま
し
た
。

ま
た
期
間
中
は
、
町
老
人
憩
い
の

家
で
の
特
設
人
権
（
心
配
事
）
相
談

の
開
催
や
、
街
頭
で
の
広
報
啓
発
活

動
、
町
内
企
業
な
ど
を
訪
問
し
て
の

人
権
啓
発
の
呼
び
掛
け
、
同
セ
ン

タ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
モ
ー
ル
な
ど
で

の
書
道
な
ど
人
権
作
品
の
展
示
な
ど

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼人権週間町民集会で人権作文を発表する町内児童・生徒たち

人権意識の高揚を図る　
平成21年度甲佐町人権週間
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月
　
日
（
土
）
町
生
涯
学
習
セ

12

19

ン
タ
ー
ほ
か
で
、「
文
化
財
の
し
ら

べ
～
親
子
で
楽
し
む
芸
術
体
験
コ
ン

サ
ー
ト
」
と
題
し
て
、
本
町
の
文
化

財
に
つ
い
て
の
学
習
会
と
童
謡
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
自
主
文
化
事
業
と
し

て
、
町
教
育
委
員
会
な
ど
が
主
催
。

文
化
財
に
つ
い
て
の
学
習
と
コ
ン

サ
ー
ト
鑑
賞
で
、
歴
史
や
文
化
、
芸

術
を
一
度
に
学
び
楽
し
む
こ
と
を
目

的
に
企
画
。
延
べ
約
１
５
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

文
化
財
学
習
会
は
、
町
文
化
財
保

護
委
員
の
清
村
一
男
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
て
開
催
。
最
初
に
、
同
セ
ン

タ
ー
に
展
示
さ
れ
た
写
真
パ
ネ
ル
で
、

町
内
の
史
跡
や
文
化
財
な
ど
に
つ
い

て
説
明
。
続
い
て
、
中
世
の
史
跡
・

陣
ノ
内
館
跡
（
豊
内
）
を
見
学
。
発

掘
調
査
現
場
な
ど
で
説
明
が
あ
り
、

史
跡
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

続
い
て
同
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
童
謡
コ
ン

サ
ー
ト
に
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
活
躍

す
る
童
謡
デ
ュ
オ
「
Ｄ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
組
」

が
出
演
。
訪
れ
た
観
客
の
手
拍
子
に

合
わ
せ
て
、
懐
か
し
い
童
謡
や
ク
リ

ス
マ
ス
ソ
ン
グ
な
ど
を
美
し
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
で
披
露
し
ま
し
た
。

歴史を学び芸術に触れる
親子で楽しむ芸術体験コンサートを開催

　
月
　
日
（
木
）
町
生
涯
学
習
セ

12

17

ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
で
、
ま
ち
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
第
２
回
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

第
６
次
町
総
合
計
画
の
策
定
に
あ

た
り
、
町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

協
議
す
る
た
め
に
、
町
が
主
催
。
同

計
画
は
、
平
成
　
年
度
か
ら
の
　
年

23

10

間
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
り
、

計
画
に
基
づ
き
施
策
を
進
め
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
は
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が
あ
る
町
民
を

対
象
に
募
集
し
、　

人
が
参
加
。

45

「
ま
ち
づ
く
り
」、「
産
業
経
済
」、

「
医
療
・
福
祉
」、「
教
育
・
文
化
」

の
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見
を

出
し
合
い
、
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
月
か
ら
１
月
ま
で
に
３
回
開
催

11
し
、
取
り
ま
と
め
た
意
見
な
ど
は
奥

名
克
美
町
長
に
報
告
さ
れ
、
第
６
次

計
画
の
策
定
作
業
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
と
今
後

▲

の
解
決
方
法
な
ど
に
つ
い
て
協
議

本
町
の
未
来
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
う

ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
月
６
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た

12
第
　
回
熊
本
甲
佐
　
マ
イ
ル
公
認

34

10

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
で
行
わ
れ
た

「
甲
佐
　
マ
イ
ル
ク
イ
ズ
」
の
抽
選

10

が
行
わ
れ
、
特
賞
以
下
各
賞
の
　
人
95

が
決
定
し
ま
し
た
。

今
回
の
問
題
は
、
「
第
１
回
大
会

は
１
９
□
□
年
に
開
催
さ
れ
た
？
」

で
、
正
解
は
「
　
年
」
。
８
２
６
人

76

が
応
募
し
、
正
解
は
８
０
６
人
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
特
賞
（
１

人
）
、
甲
佐
　
マ
イ
ル
賞
（
　
人
）、

10

31

甲
佐
ふ
る
さ
と
賞
（
　
人
）、
協
賛

62

で
賞
（
１
人
）
が
当
選
し
ま
し
た
。

特
賞
に
は
、
山
下
典
之
さ
ん
（
世

持
区
）
が
当
選
。
　

月
　
日
（
日
）

12

20

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
奥
名
克

美
大
会
会
長
か
ら
賞
品
の
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
当
選
者
に
つ
い
て
は
、

賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
、
発
表
に
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

甲
佐
　
マ
イ
ル
ク
イ
ズ
当
選
者
決
定

10

特
賞
・
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
は
山
下
典
之
さ
ん
（
世
持
区
）

葛
特
賞
の
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
を
贈
呈
さ

れ
た
山
下
さ
ん
（
写
真
左
）

▲文化財学習会では、現在、平成20年度から発掘調査を実施
している陣ノ内館跡（豊内）の発掘現場を現地見学
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